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昭
和
五
十
三
年
度
決
算
：
：
～

容
　
　
　
　
　
鋤

内
事
業
所
統
計
結
果
：
…
・
：
B

な
農
家
の
ぺ
ー
ジ
…
：
：
：
．
㈲

も
　
お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
：
：
⑤

お
轄
裂
童
・
⑥

　　　一七つの祝一…
　来春、小学校ぺ入学する186名（男101

人、女85人：昨年は169名）のこどもた

ちの健康な成長を祝う「七つの祝」が11月15

日、幼稚園遊戯室でおこなわれました。

　無事に成長して、一つの段階を経たことに

さぞ、お父さん、お母さんの喜びもひとしお

でしよう。

11月1日現在2，207面積…22．34平方キロ世帯9，320（男4，657　女4，663）〈村勢＞総人ロ

擢
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昭
和
五
十
三
年
度
決
算

　　十
％辮ヒ

刃難勢

噸鰐
　　円

　
　
村
政
は
、
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
御
協
力
に
よ
　
㎜

　
り
ま
し
て
、
各
行
政
分
野
に
わ
た
っ
て
順
調
に
進
ん
　
腿

　
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
昭
和
五
十
三
年
度
決
算
は
、
九
月
二
十
七
日
か
な
、
胴

　
十
月
十
二
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
　
㎜

　
た
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
　
…

　
れ
、
慎
重
な
る
ご
審
議
を
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
　
闘

　
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。
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一
般
会
計
決

　
昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
会
計
は
当

初
予
算
十
二
億
八
千
七
百
四
十
八
万
一

千
円
の
規
模
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
五
回
の
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算

額
は
、
十
七
億
七
千
百
二
万
二
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
歳
入
十

七
億
七
千
九
十
一
万
一
千
円
・
歳
出
十

七
億
一
千
六
百
四
十
四
万
円
で
歳
入
歳

出
差
引
額
五
千
四
百
四
十
七
万
一
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

算
概
要

寄附金　850千円0．1％
繰入金　45，000千円2．5％

分担金及び負担金
　　21．371千円1．2％
使用料及び手数料
　　18，341千円1．0％

財産収入
　　59，g86千円3。3％
繰　越　金
　　’29，415千円1』7％

諸　収　入
　　13，365千円0．8％

自動車取得税交付金
　　31，337千円1．8％
地方譲与税

　　29130千円L6％
交通安全対策特別交付金
　　1，502千円0．1％

村　　税
　　464，489

　　　26．2％

鴫，識

歳入
1，770，911

　干・円

地方交付税
　　451，225

　　25．5％

国・県
　支出金
　426，799

　24．1％

商工費3，769千円0．2％

農林水産業費

　536，232
＼　3L2％

　　　3．5％

　　　　議会費41，8672．4％
衛生費78，374　4。6％

消防費3．9％
　67，123
　　民生費
　　lll，319
　　　6．5％

主
な
事

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、

構
造
改
善
事
業
に
よ
る
柴
、
千
代
土
地

基
盤
整
備
事
業
・
農
業
総
合
地
域
施
設

の
建
設
及
び
農
道
整
備
事
業
と
し
て
十

九
路
線
、
土
木
費
に
お
け
る
道
路
整
備

事
業
と
し
て
十
六
路
線
、
ま
た
、
学
校

教
育
に
お
け
る
施
設
・
設
備
の
充
実
・

五
二
年
度
と
ニ
カ
年
事
業
の
村
民
体
育

館
の
建
設
等
各
種
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
○
○

業第二
次
農
業

　歳出
1，716，440

　千円

教育費
397，361

　23．2％

公債費、
155，092

　90％

土木費
141，301
＼8．3％ノ

総務費
184，002
　10．7％
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ハ

／へ

水
道
事
業
特
別
会
計

　
水
道
事
業
会
計
は
、
収
入
は
水
道
料

金
が
大
部
分
で
あ
り
ま
す
。
給
水
原
価

（
費
用
）
は
九
八
円
六
八
銭
で
供
給
単

価
（
販
売
）
は
七
十
円
九
四
銭
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
施
設
の
拡
張
工
事
に
よ

る
借
入
金
及
び
減
価
償
却
費
の
増
加
に

ょ
る
も
の
で
、
こ
の
た
め
五
三
年
度
に

於
け
る
経
営
は
大
幅
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
赤
字
を
な
く
す
た
め
先
般
五

四
年
三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
料
金
改

正
を
致
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
三
年
度
の
決
算
概
況
は
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
給
水
戸
数
　
　
一
、
九
八
四
戸

給
水
入
口
　
　
八
、
九
〇
九
人

年
間
配
水
量
　
一
、
三
一
四
千
㎡

　
一
日
平
均
　
三
、
六
〇
一
㎡

年
間
有
収
水
量
一
、
〇
七
四
千
㎡

　
一
日
平
均
　
二
、
九
四
二
㎡

　
　
経
費

収
益
的
収
入
及
支
出

　
収
入
　
一
〇
九
、
八
一
一
千
円

　
支
出
　
一
二
三
、
一
九
四
千
円

　
差
引
赤
字
二
二
、
三
八
三
千
円

資
本
的
収
入
及
支
出

　
収
入
　
　
二
四
、
九
七
七
千
円

　
支
出
　
　
三
一
、
三
七
五
千
円

　
差
引
不
足
額
六
、
三
九
八
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
保
会
計
の
約
七
十
九
％
を
占
め
る

医
療
費
は
、
前
年
に
対
し
二
十
三
％
の

伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、
歳
入

総
額
二
億
一
千
五
百
七
十
四
万
二
千
七

百
七
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
歳
出
総
額
は
、
一
億

八
千
五
百
四
十
三
万
一
千
六
十
五
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
三
千
三
十
一
万

一
千
七
百
十
円
の
剰
余
金
を
残
し
て
決

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
前
年
に
対
し
て
六
・
六
％
増
で

一
世
帯
平
均
六
万
九
十
一
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
一
世
帯
当
り
診
療
費
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
十
六
万
三
千
六
百

九
十
二
円
と
な
っ
て
お
り
、
被
保
険
者

一
人
が
こ
の
一
年
間
に
約
五
、
二
回
病

気
に
か
か
り
、
十
五
、
六
日
間
通
院
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
ゆ

　
ま
た
、
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
、
年

度
末
現
在
で
一
千
八
十
七
世
帯
、
被
保

険
者
数
は
三
千
四
百
四
十
五
人
で
村
の

人
口
の
約
三
十
八
％
が
加
入
し
て
お
り

ま
す
。

事業所統計調査結果

全体で124事業所増

　
昨
年
六
月
十

五
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
事
業

所
統
計
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

◎
村
の
事
業
所

　
　
数
の
変
化

　
前
回
調
査
時

（
五
＋
年
）
に

比
べ
る
と
実
数

で
＝
一
四
事
業

所
の
増
加
、
率

に
し
て
五
〇
・
八
二
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
産
業
別
に
み
ま
す

と
増
加
数
の
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
建

設
業
（
四
二
）
で
、
以
下
卸
小
売
業
（

三
十
）
、
製
造
業
（
二
七
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

◎
従
業
者
数
の
変
化

　
産
業
分
類
別
に
増
加
数
を
み
ま
す
と
、

製
造
業
（
四
九
五
人
）
建
設
業
（
一
九

三
人
）
卸
・
小
売
業
（
一
三
七
人
）
の

順
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
（
一
〇
七

九
人
）
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
埼
玉
県
全
体
を
み
て
み
ま
す
と
、
鉱

業
、
製
造
業
の
従
業
者
数
が
も
ち
な
お

し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、
逆
に
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
・
熱
供
給
業
が
落
ち
込

ん
だ
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
く
わ
し
く
は
表
の
と
お
り
で
す
。

○事業所数及び従業者数（公務は除く）

／へ、

　／唱、

事 業 所 数 従 業 者 数

町村名 昭和 53年 昭和 50年 昭和50年～ 昭和 53年 昭和 50年 昭和50年～
1k㎡当たり 1k㎡当たり

実　数 構成比　（％） 実　数
構成上ヒ
　（％）

　　　53年
増加率（％） 実　数

構成上ヒ
　（％） 実　数

構成上ヒ
　（％）

　　　53年
増加率（％） 事業所4数 従業者数

江南村 368 0．18 244 0．14 50．82 3，413 0．23 2，340 0．18 45．85 16．47 152．78

大里村 281 0．14 222 0．13 26．58 1，358 0．09 1，250 0．10 8．64 18．51 89．46

妻沼町 1，063 0．53 972 0．55 9．36 6，707 0．45 5，461 0．42 22．82 29．36 185．23

岡部町 695 0．35 612 0．35 13．56 4，683 0．32 3，942 0．30 18．80 23．6 156．05

川本町 376 0．19 364 0．21 3．30 ．2，629 0．18 2，328 0．18 12．93 17．18 120．10

花園村 303 0．15 270 0．15 12．22 2，294 0．15 2，315 0．18 0．91 19．00 143．82

寄居町 1，254 0．62 1，248 0．70 0．48 7，170 0．48 6，634 0．51 7．63 19．59 111．55

○産業分類別事業所数と従業者数○事業所数、従業者数の推移

産　業分類
昭　和　53　年 昭　和　50　年

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

総　　　　　　数
建　　　設　　　業
製　　　造　　　業

卸売業・小売業
不　動　産　業
運輸・通信業
電気・ガス・水道業

サ　ー　ビス　業
公　　　　　　　務

375
90
53
1233

151

837

3，500
341
1，876

334

　6
147

　6
703
87

251
49
26
971

4
1
6
6
7

2，421
148

1，381

197

　1
27

　6
508
81

5，000

4，000

3，000

2，000

1，000

従業者

攣／
4
者
｝
業
｝
従

声
　
’　
！
　
ノ

　
　
γ
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櫨

墜
膿
講
議
霧

選
挙
人
名
簿
を
作
成

　
　
　
－
農
業
委
員
会
委
員
－

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
現
在

で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作

成
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ

な
く
申
請
し
て
く
だ
ざ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
は
、
各
字
の
農
業
委

員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
月
十
日
ま
で
に
農
業
委
員
さ
ん
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
要
件

　
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
現
在
に
お

い
て
村
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
三
十

五
年
四
月
一
日
以
前
に
出
生
し
た
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

ω
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

　
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

口
、
前
者
の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者

　
（
そ
の
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
、

　
お
お
む
ね
六
十
日
に
達
し
な
い
と
農

　
業
委
員
会
が
認
め
た
者
を
除
く
）

　
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

新
農
家
基
本
台
帳
補
完
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
の
お
願
い

帳
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
新

農
家
基
本
台
帳
補
完
事
業
の
指
定
を
受

け
．
更
に
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
十
二
月
に
な
り
ま
す
と
、
担
当
農
業

毛
豊
も
狩
猟
が

　
今
年
も
十
一
月
十
五
日
を
も
っ
て
狩

猟
が
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
村
も
昨
年
に
引
続
き
、
日
曜
・
祭

日
に
限
り
猟
区
と
し
て
解
禁
に
な
り
ま

す
。　
入
猟
者
は
一
日
十
人
に
制
限
し
、
案

内
人
を
つ
け
、
人
家
な
ど
の
附
近
で
は
、

絶
対
に
猟
を
し
な
い
よ
う
厳
重
に
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
が
、
山
林
や
畑
等
で

の
農
作
業
に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
正
し
い
狩
猟
を
す
る
た
め
に
次
の
こ

と
を
特
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
銃
を
使
用
し
て
も
よ
い
場
所
で
あ
る

か
確
認
す
免

○
銃
口
は
、
絶
対
に
人
に
向
け
な
い
。

　
　
　
　
－
）
》

委
員
さ
ん
が
各
戸
を
訪
問
し
内
容
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
家
族
構
成

・
農
地
の
所
有
・
耕
作
状
況
・
土
地
改

良
に
よ
る
一
時
利
用
の
指
定
・
農
機
具

の
保
有
状
況
等
に
注
意
し
て
、
よ
り
よ

い
整
備
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

解
禁
も
書
も

○
場
所
を
移
動
す
る
と
き
、
あ
る
い
は

危
険
な
場
所
や
休
憩
す
る
と
き
は
、

　
タ
マ
を
必
ず
抜
い
て
お
く
。

○
見
通
し
の
悪
い
竹
ヤ
ブ
、
雑
木
林
、

　ある

い
は
タ
マ
の
は
ね
返
っ
て
く
る

　
よ
う
な
方
向
に
発
射
し
な
い
。

○
銃
や
タ
マ
は
自
動
車
に
放
置
し
な
い
。

山
火
事
防
止
に

　
　
　
　
　
山
の
手
入
れ
を

　
山
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
山
の
手
入
れ

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
手
間

不
足
等
に
よ
り
山
林
の
荒
廃
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

　
雑
木
の
き
り
払
い
、
適
期
の
間
伐
、

枝
打
ち
に
よ
り
樹
木
は
立
派
に
生
長
し

ま
す
。
今
冬
は
是
非
共
手
入
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
山
の
手
犬
れ
は
、
山
火
事
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
司
　
コ
一
千
除
三
駆

　
　
　
鳥

　
メ
害
除
を
行
い
ま

　
ズ
が
し
た
・
今
年

餐
は
不
順
な
天

し
蝋

　
　
　
　
　
候
に
見
舞
れ

　
　
　
　
　
作
柄
が
心
配

落
　
さ
れ
て
い
る

　
昨
年
に
引
続
き
九
月
十

四
日
、
十
五
日
、
二
十
日
、

二
十
一
日
の
四
日
間
、
有

害
鳥
（
ム
レ
ス
ズ
メ
）
の
駆

う
え
に
、
例
年
よ
り
多
い

　
ス
ズ
メ
の
大
群
に
農
家

か
た
も
、
被
害
を
大
変
気

に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
猟
友
会
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
各

㎜所
で
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

r
　
　
　
　
ー

こ
の
期
揖
打
ち
落
し
た
ス
灘

は
三
千
五
百
羽
，
に
達
し
ま
し
た
。

〈
解
剖
し
た
ら
こ
の
と
お
り

農
家
相
談
所
を

　
　
　
　
　
　
開
設

　
農
業
委
員
会
で
は
農
業
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
事
業
で
、
農
業
者
の
相
談
を
受
け

る
農
家
移
動
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
い
た
し
ま
す
。

一
、
相
談
日

　
十
二
月
五
日
、
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
。

　
十
二
月
六
日
、
農
村
セ
ン
タ
ー

　
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

　
　
　
　
「
）
）

二
、
相
談
内
容

　
農
業
を
め
ぐ
る
諸
問
題
全
般
で
、
農

地
問
題
・
農
業
経
営
の
資
金
技
術
問
題

・
農
業
者
年
金
相
談
・
そ
の
他
農
業
経

営
及
び
農
家
生
活
に
関
す
る
問
題
等
。

三
、
実
施
方
法

　
相
談
活
動
は
、
相
談
員
（
農
業
委
員
）

が
農
家
か
ら
相
談
を
受
け
、
そ
の
相
談

に
対
し
適
切
な
指
導
助
言
を
行
う
。

　
相
談
内
容
が
他
の
機
関
に
関
係
す
る

も
の
、
そ
の
他
専
門
的
事
項
を
要
す
る

相
談
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
へ
照
会

の
う
え
後
日
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。
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；特例納付で年金を
1　国民年金は一定期間保険料を納
ヨ

1めるか、免除を受けていなければ

1年金を受けることができません。
し

1　っまり、一生涯、年金が受けら
し

1れない無年金者となります。

i　そこで、無年金者の救済措置と

1して、昨年7月から実施されてい

：るのが国民年金保険料の特例納付

1制度です。

：　これは、今回限りの特例として
ロ　ル

1認められ、「時効」となって納め
し

・られなくなった保険料をさかのぼ
し

1って納められることと．したもので
し

：す。この特例納付ができる人は、

1国民年金の強制加入の未納期間を
I
lもっている人に限られます。

1

　　≡…≡≡≡…≡1≡≡……≡≡≡…≡≡…1≡……≡≡おしらせとあんない≡………≡………≡三……≡≡≡≡≡………≡≡≡≡≡

1　　　　　　　　　　　一「一韓－’一”一一一一『一一”一”一一r一一一’”一一””一一”一一『『一一””1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

勤労者応急生活資金

　　　　貸付制度
県では、埼玉労働金庫とタイア

ップして、　「勤労者応急生活資金

貸付制度」を行っています。

これは、県内に居住する勤労者

に対して、事故・病気・災害・盗

難など予期しえない事態の発生に

より、応急的に必要になった生活

資金の貸付けを行うものです。

貸付限度額は50万円、利率6％

です。貸付にっいてくわしくは県

労働福祉課（0488－24－2111代）

または、埼玉労働金庫へ。

　保険料は、特例保険料といって、卜『一一”一”…一”””一一…ロー一1

！時効となった期間1か月につき4　：献血にご協力ください　l

i㍊欝｝含割あ　は一括納iとき・2月・・嚇時一3時i
　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i納付期限は55年6月3・日までと1ところ母子健康センター　　l
lなっており、この期限を過ぎると　1　献血できる人　　　　　　　　　　l

l納めるごとができません。　　　　1　　次に該当すればどなたでもでき　l

Iなお・世帯甦資金で特例鮒iます．　　　　　：
1に要する額の半額分を貸し付ける　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　I　O年齢　満16歳以上
1制度ができました。　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　I
iくわしくは、役場国民年金係へiO体重男子45k舷子40kg以上i
lどうぞ。　　　　　　　　　　　　　1　0血圧　100㎜以上
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　12月の納税

村県民税
国民健康保険税
国民年金保険料

　水　道　料
　〔納期・・12月25日〕

◆年末のため、

　期限内完納にご協力を◆

i製造業のみなさん　　l
i　　　　　　　　　　　　lI　工業統計調査に　　！
I　　　　　　　　　　　　　　　　　I

I　　　ご協力を！：
l　　　　　　　　　　　　　　　　　I
i　　製造業を営むみなさん、今年もl
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　l2月31日現在で、恒例の「工業統1

　　　　　　　　　　　ヒi　計調査」が行われます。　　　　［

　　　　　　　　　　　し！この調査は、都道府県及び市町1

：　村の工業の実態を明らかにするこl

I　　　　　　　　　　　　　lI　とを目的とした調査で、みなさんI

i　　　　　　　　　I∩　の事業所へ12月中旬頃調査員がお1 ー

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　伺いしますので、ご協力下さるよ1〆へ、
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il
l　うお願いいたします。　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ト　
I　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

［

i　　移動図書館来村

1　と　き　12月13日（木）1時～3時
I
l　ところ　江南村役場前
1
卜一一一一一一一一一一一一一一一一一｝”「

I　　　　　　　　　　　　　　　　　I［
1　心配ごと相談　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　と　き　12月25日（火）9時～12時　’
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1ところ母子健康センター　　：
」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿

　　　　　　　　の協
　　　　　　　和さくこ　〇
　　　　　　　五んだに
　　　　　　　四おつ金
　　　　　　　年礼た結
　　　　　　　度申地果
　　　　　　　　　　　　へ

　県民手帳の頒布

村では、県の統計情報や宮公庁！

　　　　　　　　　　しの案内及び日常生活に役立っ豆知1

　　　　　　　　　　し織などを収録した55年版県民手帳1

を頒布しております。御希望の方1

は役場企画課でお求め下さい。　　1

サイズ（7×llセンチ）　　　1
　　　　　　　　　　　　　　250円（エンピッ付）　l
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　9一一””一軸”一一『”一一一一一一一一一一層「

　　　　　　　　　　　し1行政カレンダーを配布1
　　　　　　　　　　　1
1　　より多くの方に、行政に対する！

1　関心と理解を持っていただくため、lr㍉
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，
1　村の諸行事を初め、学校行事等を亀
1　　　　　　　　　　　　　　㌧（
　　　　　　　　　　　lI　記入したカレンダーを作成いたしl

　　　　　　　　　　　lました・皆さんにご利用をお願い・

します。なお、配布につきまして1

　　　　　　　　　　ヒは、12月中旬頃、区長さんを通じ、l

　　　　　　　　　　lおくばりいたします。　　　　　、

　　　　　　　　　　1
　
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
一
か
月
間

共
同
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を

上
ま
わ
る
募
金
が
得
ら
れ
、
十
月
末
日

共
同
募
金
会
事
務
局
へ
送
金
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
度
共
同
募
金
結
果

　
成
沢
　
八
一
、
○
O
O
円

　
三
本
四
四
、
一
〇
〇
円

　
上
新
田
　
　
一
七
、
七
〇
〇
円

　
上
押
切
　
　
二
六
、
一
〇
〇
円

　
下
押
切
　
　
一
八
、
六
〇
〇
円

　
樋
春
北
　
　
二
六
、
三
〇
〇
円

　
樋
春
南
　
　
一
五
、
六
〇
〇
円

　
御
正
新
田
　
　
　
八
四
、
三
〇
〇
円

　
須
賀
広
　
　
二
三
、
九
〇
〇
円

　
野
原
　
三
二
、
四
〇
〇
円

　
小
江
川
　
　
　
六
四
、
八
○
○
円

　
　
塩
一
六
、
八
○
○
円

　
　
柴
　
　
　
　
　
一
二
、
九
〇
〇
円

　
千
代
　
二
四
、
三
〇
〇
円

　
試
験
場
　
　

一
、
二
〇
〇
円

　
療
養
所
　
　
三
、
○
○
○
円

　
合
計
五
三
一
、
四
〇
〇
円
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税のコーナー

異
動
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
届
出
を

　
1
家
屋
や
耕
作
地
－

　
家
屋
の
取
り
こ
わ
し
、
耕
作

地
の
異
動
な
ど
課
税
の
対
象
と

な
る
も
の
の
変
更
が
あ
っ
た
人

は
、
届
出
を
し
て
来
年
度
の
正

し
い
課
税
が
な
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
家
屋
な
ど
の
取
り
こ
わ
し
が
あ
っ

　
た
ら
届
出
て
く
だ
さ
い
。
気
付
か
ず

　
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
い
よ

　
う
に
。
一
月
一
日
現
在
で
課
税
。

一
、
廃
鑑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
イ

　
ク
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
ま
ま

　
に
し
て
お
く
と
軽
自
動
車
税
が
か
か

　
り
ま
す
。
四
月
一
日
現
在
で
課
税
。

一
、
農
地
の
売
買
か
貸
借
な
ど
農
業
所

　
得
基
本
の
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
ま

　
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
五
十
四

　
年
分
の
計
算
の
基
が
違
っ
て
い
て
は

　
誤
っ
た
所
得
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
急
に
税
務
課
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
酒
と
税
金

　
十
二
月
は
、
仕
事
の
忙
し
さ
に
も
増

し
て
、
お
酒
に
接
す
る
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
が
、
お
酒
に
税
金
が
か
か
っ
て

い
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

の
代
金
に
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
酒
を
買
っ
た
人
が
税
金
を
納
め

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

験
穿西

齢
・
隔

　
〆
咽
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
駒
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
酋
力

　
一
’
／

　
清
酒
、
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

の
酒
類
に
か
か
る
税
金
が
酒
税
で
す
。

　
酒
税
は
、
間
接
税
の
一
つ
で
、
お
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

主なお酒に含まれている税金

お酒の種類 小売価格 酒税額 負担率
清　酒　特　級（1．84） 2，010円 738円 （36．7％）

清　酒　1　級（L8紛 1，455円 386円 （26．5％）
清　酒　2　級（1．84） 1，080円 154円 （14．3％）
ビ　　　ー　　　ル　（633m2） 215円 102円 （47．4％）
ウイスキー特級（760説） 2，350円 1，074円 ！45・7％）

ウイスキー1級（720並） 1，300円 512円 （39．4％）
ウイスキー2級（720認） 620円 165円 （26．6％）

（注）小売価格は、代表的な商品の一般的な価格です。

㎜
難
鰐
購
簸
戦

㎜
周
自
転
車
旅
行
を
終
え
て
去
る
＋
月
＋

曜
．
削
九
日
無
事
帰
村
い
た
し
ま
し
た
。

削
　
来
年
成
人
式
を
迎
え
る
大
久
保
さ
ん

削冊
は
、
以
前
か
ら
自
転
車
旅
行
が
好
き
で
、

醒
高
校
時
代
、
東
北
方
面
や
北
陸
方
面
へ

鶯
出
か
け
ま
し
た
・
全
国
旅
行
を
思

マ
っ
た
の
も
こ
の
時
期
、
高
校
睾

冊
業
後
九
ケ
月
勤
め
を
し
ま
し
た
が
旅
行

㎜
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
退
職
し
・
念
願
の

削
全
国
一
周
旅
行
に
挑
戦
し
た
も
の
で
す
。

甜削
　
自
分
の
自
転
車
を
改
造
し
て
の
こ
の

葬
、
決
し
て
楽
な
旅
で
は
な
か
っ
た

「
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
走
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ギ
ミ
ミ
ミ
」

㎜
自
転
車
で
全
国
一
周
　
　
　
㎜

副
　
　
　
　
小
江
川
の
大
久
保
治
生
さ
ん
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

一

　
　
　
　
　
　
レ
　
サ

噛
毬
、
、
－

　
、
』

い
い
な
ア
昔
は
電
気
が

自
由
に
使
え
て

今
は
省
工
ネ
ル
ギ
ー

．
．
．
雛

　　　　一　　　プー卍

一油　　　　躍　　躍醒醒
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